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概要: 本企画では,サーマルグリル錯覚と LeapMotion付きヘッドマウントディスプレイを使用し,出血
をせずに安全に出血感を体験できるシステムを構築する. サーマルグリル錯覚を使用した痛覚提示デバ
イスで出血による痛覚を表現し,ヘッドマウントディスプレイを用い視覚情報を提示する.この企画では
装着しやすい腕または手を出血感を提示する対象とし,現実感を強化するために手は LeapMotionを使
用しモーションを取得し反映させる.
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1. 背景,目的
今日,危険の警告をするために VRが使われてきた.例え

ば, セーフマスター [1] などが良い例だ. 危険な場面では多
くの場合出血が起こる.そのため危険の警告として出血を体
験できることは重要である.しかし,安全等の問題から,肌を
傷つけるわけにはいかない.そこで本企画では安全に出血感
を提示する手法を提案する.

2. 提案手法
出血時の痛覚というのは下図のように拍動時に強くなる

と考えられるので,サーマルグリル錯覚を周期的に起こすこ
とで実現する.

図 1: 拍動時の痛覚 (疼痛)

サーマルグリル錯覚とは「温刺激と冷刺激を皮膚上の近
傍へ同時に提示した際に痛覚や灼熱感を伴う独特の感覚を
生じる錯覚現象」[2]である.

2.1 サーマルグリル錯覚を使用したデバイス
ペルチェ素子で温かい銅板と冷たい銅板をモーターによ

り傾き制御し,肌に周期的に当てる.※図 2では断熱剤など
は省略
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図 2: サーマルグリル錯覚を使用したデバイス

3. システム概要
装置全体の図は以下のようになる. 心拍計により拍動と

サーマルグリル錯覚を使用したデバイスにより提示する痛
覚を同期する.

図 3: システム概要
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